
中flV也ばLiiiR教向学会目If究紀'll!Nn8 (I978) 
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1. はじめに〈クローズテストとは何か〉

クローズテスト(cJozt: test t 以下 CT と l附す)とは.ごく閃Jttlζi~jえば， -Pnのジ〈即.めテスト

であり，穴のあけ方が剖則的 (̂.ry;/I¥脱，0なのが.その大きな特徴である。 CT U)はじまりは.

VV.L.Taylor (1953)が英語の散文の readability(読み払さ)を削る手段として. ‘c10ze procedure' 

というもの考察したことに求められている (@P.183 )。現花では.英語をf:J;f刊誌としない人々

の英語力を総合的に判断する手段として，アメリカやイギリスの英語教育問係者の出向を集めて

いる。乙の方面の研究では，"J.W. Oller， Jr.が有名である。 CTのN論的根砲は，ゲシュタルト心

山学でいう‘closure'の概念に求められる。 ζれは.パターンの11"ζギヤ・γプが生じたILi合.それ

を埋めようとする人間本来の心則的傾向を指している(叩P.183)0 CT において''P.I:Iを現めて

いくためには，被験者は与えられた不完全な"ti'H'置を村iりに.文の術品・について{Ix，l見をなて.??吋i

部iζ適当tJtjl語を予想する。次iζ ，後続の情報と照合して.乙の予想の妥、~f!t:を倹JJEす Q。も

し，間違っていれば，元lζ民って仮説を玖て前す。自分の予却が，Eしければ，被験者liO¥Iζ進む。

OJler (@P. 114 )は，乙のプロセスそ分析 (analysis)と総合 (synthesis)の総り返しとしてとら

え，終局的には.そ乙iζ被験者のunderlyingcompetenceが発現されていると考える。 CTが削ろ

うとするものは，まさに，との被験者のもつ underlyingcompetenceであり Ol1erはそれぞ

EXPECTANCY GRAMMAR 以下 EGと略す)と呼んでいる。乙れは， ‘expectancy for succes~ 

sive elements'あるいは‘theability to anticipate elements in sequence'とも呼ばれる。 OJler( @ 

pp. 443 -452 )によれば， EGは言語使用における 'keyingredient'であり， 'the foundation of aJl 

language skiJIs' である。つまり，英語学力の中伐として位世づけられている。

2. クローズテスト(CT" )利用の動機

A.OllerのEXPECTANCY GRAMMAR (EG)の影響

EGを英語学力の中核としてとらえる Ol1erの}ll[論は.英語のお他学ノJ.を考えるにあたって.

~Iミ市;1ζ示唆的である。ことでは. 11'常生lζJDJi与されるJU位ザ:プjを1JEjttの十，Yiitのil'itr1!的Jlll.併に市内

る。この「構造の直観的Jll!解」とは，英語のtlii造についての文法制則を党える乙とではなく.英

語の文を術成している各要素の}，~本的なつはがりや， +flIiのー仔機的な閃迎，および.文全体の111

での各‘思議の位世づけを internalize(内化)するととを芯味している。表現がぎとちないが，要

するに.生きた英語のととばの流れを感党的iζ捌むというととであるoζζでは との力を.

Ollerの EGの必要条件として把鋸する。と ζろで， 01lerたちは CTによって被験者がどの程度



EGを持ちあわせているかを調べ，それによって被験者の overallprot1cienc} を制定しようと試

みているが.乙乙では逆l乙CTIとよって構造の直観的理解を強化し.さらに，英語学力の中核と

しての EGを中学壬の中l乙形成じようと試みた。 要するに. CTiを.EG を制定するための

testing device としてではな、く.むしろ EGを養成するための teachingdeviceとして，利明し

た。

B V時的評目的影響. e ・白":.，-

Bloomたち(@. P. 162 )は，形成的評価を「カリキュラム作成.教授，学習の 3つの過程

の.あらゆる改善のために用いられる組織的な評価である J'と規定している。換言すれば'.，価

値判断のための評価ではなく.あくまでその結果を教授，学習活動lζ還元するための評価であ

る。 CTの利用にあたっても，それを単なるランク付けのための評価手段に止めないで.それ

自体が日々の学習を強化するための，全く新しい掌習活動になるように配慮した0 ，内容的には

ずい分違うであろうが，理念的iζは形成的評価に通ずると乙ろがあると思われる。むしろ，テ

スト iζ学習機能をもたせるという意味において McDonough( @ )によって紹介されている

'mathemagenic activities' (test-like student activities that give rise to !earning) という概念により近

いかもしれなし、。テストが学習を強化する乙とを示した SchuJz (@)の実験も考慮に入れれ

ば，乙の考え方は注目l乙値する。

3_ クローズテスト(CT )利用の実際

(I)対象ならびに実胞期間:広島大学教育学部附属中学校3年生40名を対象lζ，昭和52年4月よ

り開始し，現在，進行中;r:ある。

12} 授業計画の中での位置づけ:使用教科書は NEWHORIZON English Course Book 3である。毎

日の授業の基本的性格については.. comprehension-oriented approach を志向しており，英語の

構造理解と各課の内容型解i乙重点を置いている。 4技能iζ関して言えば.listening comprehen-

sion 聴解)と readingcomprehension(読解)を強調してし三る。 CTは，各課の指導が一応終

了した時点で.各課の総まとめを兼ねて実施している。

13} 問題作成:本来の CTにおいては，必ず未習の英文が問題として使用されるが，乙の実践に

おいては.各課の総まとめを兼ねて.既間の本文全体を問題として使用している。具体的1'1'業

としては.まず，全く機紋的iζ4-6語おきに空白を設定する。 l 次lζ.一枚の用紙iζ問姐をタ

イプする。その際，空白は一定の長さに保つ。タイフ。し終われば.'人数分だけ問題用紙を印刷

する。さらに.実飽にあたって aura!形式，つまり，テープの音を聡きながら空白を埋めてい

く形式を採用しているので.事前i乙.問題用紙の印刷と同H相ζ，教科古付随のテープから繰り

返し練習の部分を各パートから抜き出し，ひとつのカセ・ソトテープにまとめて録音しておく。

14} .実胞方法:まず.問題用紙を配布する。生徒には，哀がえしのままにしておくように注立す

る。テープの音が;国乙えてくると「開始」であり，守テープが終わると「終了」である。テープ

にほ onesentence (11引乙 c!ause)ごとにポーズがあるので，生徒にはその聞を利用して問題用

紙の空白を埋めていくように街示しておく。所望111与/I¥]I;i 10-，... 15分程度である0 ・川・ ，1:: I 
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(5) 採点ならびに事後指導 CTの採点法としては.正解をひとつしか認めない方法と文服lζ適

合するすべての答えを正解とする方法の2つがあるが.乙の場合.4:文をテープで聞かせるの

で，当然，正解はひとつであり，採点が容易である。些初!なスペリングミスは見逃している。

空白の数(45-55程度)Iζ関係なく.日点満点で.ひとつ間違うどとに l点ずつ減じていく。

テストを返した後で，間違ったととろを直し.レポート用紙にまとめて提出させる。乙れは.

自分の誤りを自党させるためでもあり，また.生徒の弱点を知る上での研究百料にもなってい

a る。さらに.テストの結果が悪い生徒は，再度受験させる。

(6) 利用形態のバリエーション:純粋に筆記テストの形式で実胞する方法とか.まず本文全体を

ポーズなしで聞かせた後空白を埋めさせていく方法，あるいは，その逆の方法などが考えられ

る。

4. この利用法の特徴

A 評価的n[IJ面

(1) テストの作成・実施・採点が簡単である:利用の実際のと乙ろで述べたように.テストの

作成・実施・採点はすべて機峨的iζ. かっ，比較的短/I~i間iζ行われる。

(2) 英語の総合的な知識を評価する:生徒は.耳と目と手を，ほとんど同時に.しかも.敏tli

iζfMかして.解答しなくてはならなし、。また，いわゆる integrativetestとしての性的を有し

ており，発音，文法.語いなど，言語のいくつかの面の知識を同時に評価する。さらに.

EG.つまり，文の各要素の相E的な関連をどの程度児島幸しているかを評価するo たとえば，

次のような文の場合.文全体のパターンを認知する ζ とが，空白に通話を入れるための有力

な条件となっている。

People ( ) visited Africa were always interested ( ) African art. 

The palaces ( ) lived in only during their ( ) did not have to be ( ) strong. 

(3) 各課の内容の理解度をはかる:聴解においても，読解においても，教材への familiarityが

重要な要因となっている。内容を十分に理解していれば，そこに予想が生まれる。つまり.

空白部を予想しながらテープの音を聞くことになり，それだけ.A答率が布くなる。実際の

ところ，内容をよく理解している生徒は.テープの音lと先行して空白を埋めており.正答率

も高い。

B 訓練的側面

(1J スピードと集中力の養成:羽鳥氏(③)は英語の学力を{(文法力文語い力)+α} xス

ピード (α=文才，常識または経験)のような一般式で表わし，スピードを英語学力のひと

つの要因としてとらえておられるo本テストにおいては，生徒は文字とテープの音を手がか

りとして.すばやく空白部lと通話を予忽し，テープのポーズを利用して敏.iililζ. かっ，丁寧

lと書き込んでいかなくてはならなL、。単純計算でいくと.約5砂にひとつの空白を処理しな

くてはならなL、。さらに.普通の筆記テストとちがゥて，逆戻りは許されなし、。全神経を築

ill して.問題用紙lと目を走らせ，かっ.テープの音IC耳を傾け.野球のバ・γ 卜ならぬ~}êi1を
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なてて例えなければ江らなし、。生徒の級子を臨終していると気叫が伝わってくる。

(2) 総解力の:fll/*ぷ:~&l併のプロセスと CT1)プロセスは心即的なレベルにおいてかなり類似し

、ており.両者ーはその J.，~本的な strategies 方略)を共有している。つまり，似i解においても

分析&総合の繰り返しというプロセスがとられ，予;tR力が重要な働きをしている。特に，方、;

テストは auralで実胞されるので.総解とのつながりは一層強し、。より具体的なレベJレにお

いては.まず，文字と音声との主II合が強化される。中でも，日本人の弱点とされる弱形で発

音される機能語を肱きJ以る)]を強化する。また.総解における重要な因子とみられる mem-

ory spanやretentionの訓練にもなる。

(3) 読解)](特iζ述読力)の訓練 Goodman (①.P.l36 )は，読解と総解の両方lζかかわ

る receptivelanguage processを. sampling. predicting. testing， confirming のサイクルとし

てとらえている。すなわち.読解も肱解もその基本的なプロセスは同じであり，その点を考

慮すれば. CT と読解の関係は， CT)ヒ肱解の関係lζ劣らず.密接であると言える。特lζ，

本テストにおいては，準読解の作業を敏速に，しかも，連続的lと行わなければならない。

乙れは，直読匠[解につながり，ひいては，速読力の義成につながる。

(4) EG の訓練:すでに述べたように，毎日の俊業では，生きた英語の此れの中で英文を即flYFす

る)Jをよ誌の.f1H解力として把据し，その養成lζ特別な努力を払っている。つまり，一皮じっく

りII.'i/ll1をかけ.似tlfI]1:項なども参考にしながら月!解したことを，さらに，音声を媒介とする

場合には附いてすぐに内容が}1IU~1できるレベJレ，また，文字を媒介とする場合iζは英文にそ

って日を絶えず左から右lζ走らせながら瞬間的lζ内容が翌日解できるレベル.にまで生徒を導

いていくように努力している。乙の両者の技能i乙共通する ζ とは.英語をそれ回有の的造lζ

即して即解する.つまり，英語を英語として理解するという乙とである。ここから予想力が

生まれてくるのであり.そ乙 lζ英語学力の中核としてのEGが形成されていくのである。

Oller (⑪， P.4回)は乙の予主尽力を培う乙とこそ，語学教育の中心的課題であると主張し

てい忍。全く向感である。

C 参考統計的資料

(})第 l回-9固までの平均点と標準偏差

¥¥ ¥  2 3 4 5 6 7 8 9 7 

主li 1毛J }~ 43.03 38.60 41. 30 45. 45 41. 80 40. 98 44.∞ 45.白 45.62 40. 93 

標準偏差 7.41 9. 67 8.91 5. 85 6. 93 8.47 7.47 5.34 5. 97 5. 76 

空白のIllJ附
6iE 

6 6 5 5 5 5 5 5 おき
一一一 Lー Lー一一一

5 

日皿28名
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(2) 相 関表

|¥ 項 目 相関係数

クローズテストと l学lU!の成杭 r =+.87 P<.OI 

2 クローズテストと実力テスト r =+.剖 P<.OI 

3 クローズテストと書き収りテスト r =+. 74 P<.OI 

4 クローズテストと中1mテスト中のクローズテスト r =+. 77 P<.OI 

5 第 l回目のクローズテストと l学J91の成杭 . r =+. 65 P<'OI 

(付記)

第 4回目の成杭が特lζよいのは.丁度中間テストの11.1，J田とmなったためである。

回数がilliむにつれて，成Mが向上する傾向が凡られる。

中間テスト中の CTとは，完全な筆記テスト方式である。

第 l回目の CTの結果によって.生徒の英語力をおおまかにつかむ乙とができる。
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